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【はじめに】

　「脈管」とは動脈・静脈及びリンパ管の総称であり，
動脈と静脈を「血管」と称している．血管疾患には
動脈疾患（脳・頸動脈，大動脈，腹部・腎・末梢な
どの疾患）と静脈疾患（深部静脈血栓症など）があ
る．近年では動脈硬化性疾患の増加に伴い，無（低）
侵襲的に動脈疾患を診断する方法などが注目され関
心も高まってきた．動脈は全身に分布するため，全
身の臓器と共に，動脈疾患の診断では動脈の特性や
その特異性に注目する必要がある．

【目的】

　高齢化や生活習慣病（糖尿病，脂質異常症，高血
圧症，喫煙，肥満など）と関連し増加傾向にある動
脈硬化疾患である「大動脈・末梢動脈病変」の超音
波検査による標準的な評価方法を提示する．

【適応】

　動脈疾患の病態には，閉塞（縮窄，狭窄，解離な
ど）と拡張（瘤形成）及び瘻形成がある．　
　大動脈（aorta）では，大動脈疾患・病態が疑わ
れる場合で，大動脈解離（偽腔閉塞型大動脈解離を
含む診断，部位と範囲の評価），胸部大動脈瘤，大
動脈破裂，マルファン症候群その他結合織疾患にお
ける大動脈弁輪拡大，塞栓症を伴う大動脈硬化性疾
患，大動脈の手術治療前後及び経過観察などが含ま
れる．次いで大動脈解離の経過観察，特に合併症や
進行があると考えられる場合，マルファン症候群な
どの結合織疾患患者の近親者のスクリーニング（経

胸壁アプローチ），そして大動脈解離の治療後経過
観察も適応とする．
　さらに腹部大動脈では，腹部拍動性腫瘤，腰痛，
腹痛，下血，検診，動脈硬化性疾患または大動脈瘤
の家族歴を有する例における大動脈瘤のスクリーニ
ング，ステントグラフト（stent graft: SG）留置術
後のリーク評価に用いられる．
　その他に，慢性腸間膜動脈閉塞症，腹腔動脈起始
部圧迫症候群，急性腸間膜動脈閉塞症なども適応と
なる．
　末梢動脈疾患（peripheral arterial diseases: PAD）
の病態では，①末梢循環障害を疑わせる症状や所見
がある場合（冷感，レイノー現象，運動痛，潰瘍，
脈拍減弱，血圧低下など），及び PADの治療前後で
の観察，②動脈瘤の観察，③動静脈瘻の検出と評価
などで適応がある．

【検査】

1）被検者の体位
被検者の体位は，仰臥位を基本とし，観察領域が
広く得られるように工夫する．経食道法では，左側
臥位が多い．
　経胸壁アプローチ（Trans-thoracic echography）
では，①大動脈基部～上行大動脈近位部：左傍胸骨
アプローチ（左側臥位），②上行大動脈中部～遠位
部：右傍胸骨アプローチ（右側臥位），③弓部～下
行大動脈上部：胸骨上窩アプローチ（仰臥位），④
下行大動脈中下部：心窩部アプローチにて観察す
る．胸骨左縁から心臓をウインドウに観察する．背
部からのアプローチで観察できる場合もある．腹部
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は上腹部アプローチ，四肢は各部位での観察が可能
である．
　経食道アプローチ（経食道エコー法：Trans- 
esophageal echography） では，上行，弓部，胸部下
行大動脈の観察が可能である．
　a）被検者への説明：本来，エコー検査は無侵襲
だが，必ず検査前にその目的（狭窄部位の評価など）
や実施内容（プローブを検査部位へ当てるなど）に
ついて説明しておく．特に下肢では，下肢全体のみ
ならず，腹部から「鼠径部」も含めて検索すること
を予め説明しておく．前処置などは不要であるが，
プローブが当てられない部位（傷や手術創など）は
検査できない．
　b）検査時の注意：検査時は，下肢では腹部から
足部に渡って，特に疼痛や発赤・腫脹，圧痛の有無，
さらに脈拍や腫瘤などの有無を確認して開始する．
また，骨盤部や鼠径部の検査時は，露出部位をバス
タオル・検査着などで覆い，プライバシー保護と体
温保持に努める．
　前処置は，経食道法では絶食，咽頭部麻酔，また，
症例により鎮静薬，降圧薬の投与を考慮する．
2）探触子の選択
　動脈超音波検査では，血管形態や走行深度から，
胸部ではセクタ型プローブを用いるが，胸骨上窩か
らの弓部，下行大動脈の観察には，マイクロコンベッ
クス型プローブも有用である．
　経食道アプローチ（Fig. 1）ではマルチプレーン
探触子を使用する．
　腹部ではコンベックス型プローブを用いる．
　表在動脈（大腿～足背動脈）では高周波（5 -
10 MHz）リニア型プローブを用いる．しかし，深
部（腹部大動脈・腸骨動脈の観察）では低周波（3 -
5 MHz）コンベックス型を用いると便利である．
　（b）検査機器の設定条件：血管内腔が明瞭に描出
できる様に断層法をダイナミックレンジは 55，フレー
ムレートは推奨 30以上に設定し，カラー流速レン
ジは 50 cm/sec程度に設定する．狭窄部位や仮性瘤
の入孔部などで流速の速い部分（1. 5 m/sec以上と
なる）では，セクタ型（連続波ドプラ法併用）を用
いる．
3）画像の表示方法
　（1）超音波断層像
　断層像は，被検者の右側，及び尾側（足側）から
眺めた像で表示する．

　ただし表示画面にその方向を表示すれば，その限
りではない．
　（2）カラードプラ法
　カラードプラ法の表示色相は，原則的には探触子
に向かう血流を赤色（暖色系），遠ざかる血流を青
色（寒色系）とする（Fig. 2）．ただし，画面にカラー
バーを表示すれば，その限りではない．
　（3）パルスドプラ法
　ドプラ血流波形の基線に対する血流方向の表示は，
探触子に向かう血流を基線より上方（正の方向），
遠ざかる血流（Fig. 2）を基線より下方（負の方向）
に表示する．ただし，血流方向を記載すればその限
りではない．
　また，動脈と静脈との鑑別や，血流波形の評価を
必要とする場合は，心電図の同時記録が有用である．

 拡張期 収縮期
可動性フラップ（矢印）を認め，径も拡大し瘤を形成し
ている．

（LV：左室，AoTL：真腔，FL：偽腔）

Fig. 1　解離性上行大動脈瘤の観察（経食道法）

RT:右, POP A:膝窩動脈, PSV: peak systolic velocity, 
AcT: acceleration time

Fig. 2　 ドプラ法による表示（左 :カラードプラ法．
右 :パルスドプラ法）
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4）アプローチ方法
　（1）観察断面の設定
　断層像による動脈超音波検査の観察は，血管短軸
断面（横断像）と血管長軸断面（縦断像）の 2方向
で行うが，病変の評価には短軸断面によるアプロー
チが有効である．ただし，短軸走査は前方と側方（斜
め方向）の 2方向以上からアプローチし，互いに描
出不良な領域を補うように観察するよう努める．
　（2）観察領域
　超音波検査の観察領域は，大動脈で胸部（上行，
弓部，下行）及び腹部とし，末梢動脈は左右共に総
腸骨動脈（common iliac artery: CIA），外腸骨動脈
（external iliac artery: EIA）（Fig. 3）， 大 腿 動 脈
（femoral artery: FA），膝窩動脈（popleteal artery: 
PoA）及び下腿三分枝（前脛骨 anterior tibial artery: 
ATA，後脛骨 posterior tibial artery: PTA，腓骨動脈
peroneal artery: PeA）などの観察可能な領域（PTA
及び足背動脈 dorsalis pedis artery: DPA）とする．
必要に応じて内腸骨動脈（internal iliac artery: IIA），
大腿深動脈（deep femoral artery: DFA）の動脈も観
察する．尚，臨床的な観点から，大腿動脈の名称を，
総大腿（common femoral artery: CFA），浅大腿
（superficial femoral artrery: SFA），深大腿（deep 
femoral artery: DFA）と称することができる．また，
通常の末梢循環障害スクリーニングには FA，PA及
び PTA，DPAを必須，IAは選択観察領域とする．
5）評価項目の計測と記録
　（1）評価項目
　動脈では，超音波検査を，虚血の評価や動脈瘤の
評価に用いている．
　検査項目は，血管径（狭窄，拡張，瘤径），血管
壁の状態（プラーク，血栓，潰瘍形成など）などで，
狭窄病変がある場合は狭窄率を評価する（Fig. 4）．
狭窄病変を評価する際には，必須項目として面積狭
窄率を基本とし，必要に応じて径狭窄率を求める．
　さらに狭窄部位での血流計測も同時に行うことと
する．
　また，血流ではカラードプラ法で，血流部位の評
価，パルスドプラまたは連続波ドプラで血流波形，
最高血流速度，立ち上がり時間を計測する（各論）．
　また，動脈瘤は部位，形態，瘤径を計測し，壁在
血栓の有無や周辺部位も併せて評価する．特に嚢状
瘤の場合は，仮性瘤との鑑別も要する．
　なお，超音波による動脈の評価結果を報告する際

には，正確に分かりやすく指示医・主治医に伝える
ため，病変の有無や性状を図示して提示することを
推奨する．
　（2）動脈径の計測
　狭窄や瘤形成の判定に用いる血管径の計測は，病
変部を計測する．また，スクリーニング検査におけ
る動脈径の計測は，拍動する動脈の最小径時相また
は最大径時相のどちらかの断層像で行い，計測ポイ
ントは内膜間距離または外膜間距離とし，報告書に
は計測部位と計測値を記載する．
　また，Mモード又は心電図と同時記録ができる
場合の動脈径計測の時相は，動脈の最小径，すなわ
ち心拡張後期：心電図 QRS波相とする（Fig. 5）．
　大動脈瘤の瘤径計測は，長軸像では瘤が最大と推
測される断面の長軸直交最大径を計測する（Fig. 6 a）．
短軸像（推奨）では瘤が最大と推測される部位にお
ける長軸直交断面の直径（円形）あるいは短径（楕

Fig. 3　 腸骨動脈の観察（コンベックス型，断層法，
カラードプラ法）

 面積狭窄率 径狭窄率
（大腿動脈・左：横断像，右：縦断像）

Fig. 4　狭窄率の評価（リニア型，断層像）
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円形）を計測する（大動脈は外膜間で計測）．ただ
し，限局拡張例では長径を計測する（Fig. 6 b）．
　（3）可動性など
　特殊な形態として，有茎性の可動性プラーク
（mobile plaque）が描出される場合がある．このプ
ラークは血栓性プラークが疑われ，血流に伴う可動
性を示し，塞栓症に注意が必要とされている．
6）パルスドプラ法による血流検査
　（1）サンプルポイントの設定（Fig. 7）
　血流のサンプルポイントは，狭窄部位では当該部
位に設定する．
　狭窄のない場合は，良好な画像が得られる部位
（AA，EIA，CFA，SFA，DFA，PoA，PTA，DPA）
に自由に設定してよい．しかし，血管径が変化する
部位，血管分岐部付近，さらに血管の蛇行部は流速
が一定せず，血流の乱れが生じることがあり，計測
部位としては適切ではない．
　サンプルサイズは，通常は血管径の 1 / 2以上で
血管内腔に収まるサイズとし，血管中央部に設定す
るが，狭窄部位では狭窄径を考慮したサンプルサイ
ズに設定する．
　ドプラ入射角は，計測誤差を考慮して 60°以内で
の記録を条件とするが，可能な範囲で入射角を小さ
くするように設定する（Fig. 7）．
　（2）血流波形の計測
　動脈の血流評価は，狭窄がない場合には両側の
FA，PoA及び DPAと PTAで，良好な画像と入射
角が得られる部位で計測する．
　また狭窄がある場合にはその狭窄部と狭窄の前後
部位で評価する．

　計測項目は収縮期最高血流速度（peak systolic 
velocity: PSV），拡張末期血流速度（endo-diastolic 
velocity: EDV）などである（Fig. 2, 7, 8 a）．
　収縮期加速時間（acceleration time: AcT，100 -
120 msec未満で正常），収縮期最大流速 /拡張末期

Fig. 5　 血管径計測時の時相（QRS波相：黄色帯部
位で計測）

Fig. 6 a　紡錘状瘤の径計測（赤矢印が瘤径）

Fig. 6 b　嚢状瘤径の計測

Fig. 7　パルスドプラ法での血流速度計測
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流速比（SD ratio），抵抗係数（resistance index: RI
値），及び平均血流速度（mean velocity）を用いて
拍動係数（pulsatility index: PI値）などを求める．
　流速波形を半定量的に 4 から 5 段階に分け
（Fig. 8 b），波形や乱流の有無，狭窄前と狭窄部位
直後の PSV の比率（peak systolic velocity ratio: 
PSVR＝狭窄部位直後 PSV／狭窄前 PSV）等から
狭窄度を推定できる（Table 1）．
　血流速の評価は狭窄部位の判定（流速 1. 5 m/sec
以上は有意狭窄有り）に有用である．有意狭窄部位
では，血流速が速くなっているので，カラードプラ
法を用いながら，折り返し現象（aliasing: 血流方向
は同じだが，設定された血流速度以上に速くなると
色や向き表示が逆の色や向きになる現象：例えば，
青色が赤に，上向きが下向きになる現象）のある部
分を探す．

7）拡張性病変の評価
　（1）動脈の拡張性病変
　a）正常径：部位別に観た血管径を Fig. 9に示す．
　また末梢動脈の目安としては，腸骨動脈は 13 -
7 mm，大腿動脈径約 10 - 7 mm・流速約 80 cm/
sec，膝窩動脈径約 7 - 5 mm・流速約 60 cm/sec，足
背及び後脛骨動脈径約 3 - 2 mm・流速約 30 cm/sec
とされている．
　b）瘤の定義：動脈の局所が生理的限界を超えて
拡張した状態とし，広範囲に拡張した拡張症（arteri-
omegaly）とは区別する．拡張の程度は通常の同部
位動脈径の 1. 5倍を目安とする．
　拡張した動脈を，超音波検査で判定することは容
易である．動脈周囲にみられる低エコー腫瘤の鑑別
に有用で，動脈との交通の有無で血腫と仮性瘤の鑑

Fig. 8 a　血流速度波形の評価

Fig. 8 b　動脈血流速度波形

Ⅰ　 急峻な立ち上がりとかく長期に逆流成分を伴う正常
波形

Ⅱ　拡張期の逆流成分が減弱，または連続的に続く
Ⅲ　拡張期成分の消失と，収縮期波形がなだらかになる
Ⅳ　収縮期，拡張期に連続する波形

Table 1　末梢動脈狭窄の判断基準

狭　窄 径狭窄率 血流波形 乱流 PSVR
正　常 0 三相性 無し 変化なし
軽　度 1～ 19％ 有り ＜ 2：1
中等度 20～ 49％ 二相性 ＜ 2：1
高　度 50～ 74％ 単相性 ＞ 2：1

75～ 89％ ＞ 4：1
90～ 99％ ＞ 7：1

Guidelines for Noninvasive Vascular Laboratory Testing: A 
Report from  The American Society of Echocardiography and 
the Society of Vascular Medicine and Biology．2006 一部改変

Fig. 9　標準的な大動脈径（例）
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別が可能である．
　動脈瘤（Table 2）の診断では，部位診断として，
胸部（thoracic aortic aneurysm: TAA,上行 ascending，
弓部 arch，下行 descending），腹部（abdominal aortic 
aneurysm: AAA），腸骨，大腿，膝窩，鎖骨下，上腕，
さらに内臓（肝，脾，腎，・・・）で診断できる．
瘤の形態は真性（内膜・中膜・外膜の三層構造あり : 
true），解離性（中膜のレベルで二層に剥離して，
新たな腔・偽腔を形成し拡張した場合 : dissecting），
仮性（動脈内腔と交通した動脈外の腔 : paeudo）に
分かれる．形状は大きく紡錘状と嚢状に分ける．瘤
ではサイズ（瘤径の計測法）を最大径（最大短径）
で計測（Fig. 6）し，その分布範囲も記録する．更に，
壁在血栓（mural thrombus）の有無やその性状（AC
サイン：anechoic crescent sign：Fig. 10））や，随伴
所見のマントルサインなども観察する．
　①大動脈瘤
　大動脈の長軸，短軸像を描出し，大動脈経，瘤の
形状，分枝血管との位置関係，内腔や，壁の性状を
観察する．胸部大動脈，腹部大動脈の基準値はそれ
ぞれ 30 - 35 mm，20 mmであり，胸部では，嚢状，
紡錘状で 45 mm以上，腹部では 30 mm以上あれば
瘤である．
　胸部大動脈瘤では 60 mm以上，腹部では 50 mm
以上，総腸骨動脈では 30 mm以上で手術の考慮が
必要である．バルサルバ洞動脈瘤・大動脈弁輪拡張
（AAE）・近位上行大動脈瘤・弓部（Fig. 11）は経
胸壁エコー法による観察が可能であり，さらに経食
道エコー法を用いることにより，さらに詳細な観察
が可能である．
　バルサルバ洞動脈瘤では瘤化部の同定や短絡先の
心腔を診断する．AAEは，バルサルバ洞の拡大と
ともに Sino-tubular junctionのくびれの消失から始

まるため，大動脈基部～上行大動脈を観察するとと
もに，弁尖の形態，大動脈弁逆流の程度を観察する．
マルファン症候群では AAEの合併が多いため，特
に注意が必要である．
　②大動脈解離（解離性大動脈瘤）
　大動脈解離は生命を脅かす重篤な疾患であり，迅
速かつ正確な診断が必要である．
　大動脈解離の確定診断は解離したフラップ（内膜
と中膜の一部から成る隔壁：Fig. 12）の描出によ
り可能である．大動脈壁が剥離し，二腔になった病
態（真腔 : true lumen，偽腔 : false lumen）が「大動

Table 2　瘤の鑑別診断

・部位別：胸部（ thoracic; TAA: 上行，弓部，下行）
　　　　　胸腹部（ thoracoabdminal; TAAA）
　　　　　腹部 （abdominal; AAA）

・形態別： 真性瘤 ;動脈壁構造を持ち瘤形成
　　　　　　　（胸部 4. 5 cm，腹部 3 cm）
　　　　　解離性 ;動脈壁内に新たな腔（偽腔）
　　　　　仮性瘤 ;動脈壁外に新たな腔
　　形状： 紡錘瘤，嚢状

・原因別：動脈硬化性，炎症性，外傷性など

Fig. 10 b　 ACサインを伴う真性腹部大動脈瘤（縦
断像）

解離との鑑別を要する真性腹部大動脈瘤・壁在血栓内の
「ACサイン」．
真性瘤の壁在血栓内 ACサインは血流が無く，経過は慢
性である．解離では tearと fl apがあり，偽腔内に血流を
認める．（偽腔血栓閉塞型は急性期にのみ診断される）

壁在血栓

内腔

壁在血栓

ACサイン

層状の壁在血栓の部分的な液状化現象で，血流はない．

Fig. 10 a　 ACサイン伴う真性腹部大動脈瘤（横断像）
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脈解離」であり，径が拡大して瘤を形成した場合に
「解離性大動脈瘤」と称される．両者は，「瘤の有無」
で明確に区別される．
　経胸壁エコー法にて，解離に伴う合併症の評価が
必要であり，特にStanford  A型解離では心タンポナー
デ，大動脈弁逆流の有無やその重症度，解離の冠動
脈への波及に伴う左室壁運動異常の出現，胸水貯留
の評価を行う．経胸壁エコー法による大動脈解離の
診断感度は 59 ~ 83％，特異度　63 ~ 83％である
（Fig. 13）．経食道エコー法での診断感度は 97 ~ 

100％といわれるが，覚醒患者で経食道エコー検査
を行う場合には，破裂予防のために血圧上昇がない
ように留意し十分な咽頭麻酔と鎮静下に行う．
　経食道エコー法ではフラップは下行大動脈で最も
よく観察できる．偽腔閉塞型解離では偽腔が血栓で
満たされた場合や血栓形成がほとんど進んでない場
合もあるが，経食道エコー法で血流状態を描出する
ことにより鑑別が可能である．
　③胸部大動脈粥状硬化病変の診断
　a）大動脈粥状病変
　経食道アプローチにより胸部大動脈はほぼ全範囲
で観察可能である．粥状病変は大動脈弓部に高率に
認められ，その程度も最も強い．健常者では内膜は
平滑であり，輝度の上昇もみられないが，粥状病変
が進行すると内膜の肥厚，隆起性病変，石灰化病変，
潰瘍性病変，嚢状病変が見られるようになる．
　b）大動脈硬化性病変
　硬化性変化は大動脈Mモードを用い，大動脈の
心周期における径変化により評価する．動脈硬化度
を表わす指標β（stiffness parameter）＝ ln（SBP /
DBP）/｛（Dmax-Dmin）/ Dmin｝が定量に用いられる．
（Dmax：収縮期最大大動脈径，Dmin：最小大動脈径，
SBP：収縮期血圧，DBP：拡張期血圧）
　④腹部大動脈瘤の診断
　腹部瘤の存在（部位・腎動脈や上腸間膜動脈との
関連），瘤型（解離，真性，仮性），真性の場合は形
状（紡垂状・嚢状瘤），血栓の有無と性状（壁在血栓，
ACサインの有無）及び炎症性瘤（マントルサイン
の存在：Fig. 14）の鑑別を行う．両者共に，特に

Fig. 11　真性弓部大動脈瘤

セクタ型プローブ．弓部に嚢状瘤を認める．
（Nishigami K. Journal of Echocardiography 2010 8:150-
151より引用）

Fig. 12　大動脈解離の形態

Circulation Journal, 2006. 70（Supplement IV）より引用 .
フラップは内膜と中膜の一部から成る隔壁．内膜のみが
剥離した病態とは異なる．

Fig. 13　大動脈解離の超音波像（腹部大動脈）

セクタ型プローブ．腹部大動脈にフラップを認めるが，
径の拡大は無いので，解離性大動脈瘤ではなく，大動脈解
離と診断する．
 （Nishigami K. Journal of Echocardiography 2009 7（4）:85
より引用）
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解離との鑑別が必要である．　
　真性瘤ではその他の病態として arteriomegaly，
Leriche症候群，shaggy aorta， 人工血管やステント
グラフト（SG）挿入後の評価（瘤径，瘤内血流，
ステント内血流，リークなどの評価）及び動静脈瘻
での評価にも用いられる．
　瘤径の計測は前述の通り，部位は類円形で描出で
きる部位（Fig. 6）で計測し，計測距離は「外膜間
距離」で計測すると CTによる計測部位と近似する．
　⑤大動脈瘤治療後の観察
　瘤人工血管置換・移植術やステントグラフト留置
術後のリーク評価に有用である．
　⑥末梢動脈瘤
　末梢動脈瘤でも動脈径・瘤径，瘤型，feeding 
arteryを同定して，治療方針の決定に寄与する．特に，
末梢動脈瘤では医原性，感染性などに伴う仮性瘤に
注意し，その鑑別には，to and fro pattern 血流
（Fig. 15）の有無が決め手となるため，入孔部の同
定が重要である．
8）腹部分枝への応用
　Class I疾患として，慢性腸間膜動脈閉塞症と腹
腔動脈起始部圧迫症候群があり，Class Ⅲとして急
性腸間膜動脈閉塞症がある（日本循環器学会末梢閉
塞性動脈疾患の治療ガイドライン）．
　ステントグラフト（SG）留置例での SG外側の
血流シグナルの検出に有用である．
9）末梢動脈の狭窄病変の評価
　（1）狭窄の評価
　病変部位の確認（輝度，石灰化，拡がり共），側
副路の有無をチェックし，各観測点での流速波形の
評価（三相波，二相波，一相波）を行う．狭窄部で
の血流速を測定し PSV高流速の確認を行う．狭窄
病変の存在は，PSVR＞ 2でも推定できる．

　①狭窄率の算定法
　狭窄病変の評価は，血管造影と同様に「狭窄率」
を求めて定量診断する．
　従来，超音波検査は血管造影と異なり血管腔と血
管壁の性状が同時に観察できるので，狭窄率の計測
方法は径狭窄率及び面積狭窄率が用いられる
（Fig. 4）．
　この様に，算定方法で狭窄率の値が異なる為，報
告書には必ず狭窄率の算定方法を記載する．
　狭窄率を求める際の血管内径の計測には，可能な
範囲で Bモード断層像を用いる（Fig. 4）．ただし，
Bモード断層像が得がたく，カラードプラ法による
血流表示をガイドにして計測した場合は，参考値で
あることを明記する（Fig. 16）．
　②不整形な狭窄断面での狭窄率の計測方法
　末梢血管の狭窄断面は楕円形や半月状などの不整
形を呈することも多く，長軸断面では適切な評価が

Fig. 14　 炎症性腹部大動脈瘤（矢印：外膜部が低エ
コー域）

Fig. 15　仮性末梢動脈瘤（大腿動脈）

瘤孔部に to and fro patternの血流を認める．

Fig. 16　カラードプラ法での径狭窄率の評価
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できないことがある．そこで，狭窄部の超音波断層
像は，可能な限り血管短軸断面を用いた面積狭窄率
も求める．
　③ドプラ法による狭窄率の推定
　石灰化などにより狭窄部の超音波断層像が得がた
い場合は，パルス及び連続波ドプラ法で狭窄部及び
狭窄後の血流を記録し，収縮期最高血流速度（PSV）
や拡張末期血流速度（EDV）などを参考に，狭窄
率を推定することができる．
　狭窄部の PSVが 1. 5 m/secを超える場合に有意
とされている（Fig. 17）．
　また，重症の狭窄病変では，狭窄部位の末梢側の
血流は AcTの延長や乱流が認められる．
　（2）閉塞の評価
　狭窄病変が進行して閉塞を来した場合の評価は，
断層とドプラ法で行う（Fig. 18）．

　（3）病態の評価
　末梢動脈の狭窄病変の病因には種々の病態がある．
下肢では，腸骨動脈病変である場合は ASO，高安病，
動静脈瘻，外腸骨内膜線維症，大腿では ASO，バー
ジャー病（thromboangiitis obliterans: TAO），遺残
坐骨動脈，大腿動脈瘤に伴う病変，膝窩動脈では
ASO，膝窩動脈捕捉症候群，外膜嚢腫，TAO，急
性動脈閉塞（Fig. 19），線維筋性異形性（FMD），
膝窩動脈瘤に伴う病変，膝下では ASOと TAOな
どを考慮する．上肢では，ASO，高安病，TAO：
Fig. 20，動脈瘤に伴う病変，動静脈瘻，胸郭出口
症候群等を評価する．
　（4）治療後経過の観察
　エコーでは，カラードプラ法も併用すると，血管
内治療部位やステント内腔の形態も観察できる
（Fig. 21）．ステント内部での血流速度の測定は，
基部，中央部及び末梢部の各部位で計測し，ステン

Fig. 17　狭窄部位の評価：ドプラ法

Fig. 18　閉塞部位の観察（断層＋カラードプラ）

浅大腿動脈の閉塞

Fig. 19　急性動脈閉塞（膝窩動脈閉塞）

（Nishigami K et al. Journal of Echocardiography 2009 7
（4）:70-73より引用）

Fig. 20　コルクスクリューサイン（上腕動脈）

閉塞後の再疎通所見と思われる．血管炎でみられること
が多い．
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ト内の「血流増加」所見から再狭窄を判定する．
10）瘻形成
　解剖学的に動脈と静脈の間に異常な交通路がある
状態で，動脈血が静脈内に混入して酸素飽和度の上
昇と静脈圧上昇を来す．小さな瘻は血行動態に影響
しないが，大きくなると影響する．先天性（血管形
成不全）と続発性（外傷，医原性）がある．
　断層法とカラードプラ，さらに連続波ドプラ法も
用いて，シャント血流の存在や程度により瘻孔部，
血流方向などを判定できる（Fig. 22）．

付記
　今回の標準的評価法作成に当たり，2011年現在
での報告や施行状況から指標や実施法を作成したが，
今後の研究や報告により改訂が必要となる内容もあ

ることを付記する．
　参考文献では，参照した文献を順不同にて列記す
る．
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Fig. 21　大腿動脈ステント治療後の観察

Fig. 22　 大腿動静脈瘻の超音波所見．カラードプラ
法では，動脈と静脈の交通部にモザイク血
流を認める．高流速の動脈拍動を伴う連続
性血流も認める




